
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Believe in future 
 

平成 28年度 地域医療・福祉機関版 研修ガイド 

 

平成 28年度研修ガイド発刊にあたって 

 

少子高齢化、人口減少による税収の減少、高齢者増加による国民医療費の増加、疾病構造の変化等により、2025 年度を目標

に医療、介護、福祉の提供体制が大きく変わろうとしています。急性期病院を減らし、需要が見込まれる回復期病院を増やすことに

より、患者さんが住み慣れた地域を出ることなく医療が提供できる地域完結型医療体制が進められています。また、高齢者は自宅で

の生活を基本とし、地域全体で見守る地域包括ケアシステムの体制になっていきます。高齢者が施設に入所することなく、長く健康

で暮らすためには、介護・福祉の介入が重要であり、質の高さも求められていくことになります。一般に高齢者は複数疾患に罹患して

いることが多いため、看護師だけでなく、介護、福祉職員にも基本的な医療知識の習得が必要となります。 

本年度も多くの興味深い研修内容を用意しました。特に高齢者に多い生活習慣病、がん、感染症などの研修、その他にも有益な

テーマをいろいろと盛り込んでおります。是非、本研修に参加し、日々の業務に役立ててください。また、皆さんからいただいたご意見

を基に今後の研修内容を見直し、より意義深いものにしていくつもりです。多数のご参加お待ちしています。 
 
                                                        伊勢赤十字病院  

院長 楠田 司 

Version.11 

 

★参加条件      地域の医療・福祉機関の職員のみなさま 
 
★申し込みについて        
参加を希望される方は申し込み用紙に必要事項をご記入の上、FAXまたは E-mailでお申し込み下さい。  
     
E-mailでのお申し込みは必要事項を入力の上、下記アドレスまでお申し込み下さい。 
①研修会名  ②受講希望者の職種・氏名  ③勤務先  
④ご連絡先（メールアドレス・携帯電話番号）  
           

※お申し込み後、ご欠席される場合は、下記までご連絡ください。  
         
★研修会場について        
研修会場は基本的に「会議室７」および「やまだホール」にて行います。 
研修会当日に「正面玄関」および「時間外出入口」に研修会場の案内を掲示します。 
別紙「会場案内図」をご参照の上、お越し下さい。   

 
★受講料について        
無料 （但し教材費が別途必要になる場合があります） 
     

★駐車券について 
ご来院時に、会場にて駐車券を無料券に交換させて頂きますので 
お申し出下さい。 

  
★その他        
会場の空調に対応できるよう調節できる服装でお越しください。    
研修開始 5分前の着席にご協力ください。 
         

研修会参加要項 

【お問い合わせ】           
伊勢赤十字病院 研修センター 〒516-8512 三重県伊勢市船江 1丁目 471番 2      
TEL ：0596-65-5011 FAX ：0596-65-5302      
E-mail：kenshu2@ise.jrc.or.jp    
 

 



平成28年度　伊勢赤十字病院公開研修 Bleave in Future

番号 研修名 内容 講師 開催日 時間

　　    平成28年12月15日（木） 8:30～17:00

　    　平成28年12月16日（金） 8:30～17:00

　   平成28年9月9日（金） 13:30～17:00

　　   平成28年9月29日（木） 13:30～17:00

　　    平成28年6月16日（木） 13:00～17:00

　　    平成28年6月23日（木） 13:00～17:00

Y11 ファシリテーション研修

ファシリテーションとは
ファシリテーションの方法
話し合いの活性化
（演習）

（株）ひとまち
ホワイトボード・ミーティング®
認定講師代表　水田恵美

平成28年8月27日（土） 10:00～17:00

Y12 組織の活性化研修 ポジティブマネジメント
東京外国語大学
非常勤講師　市瀬博基

平成28年11月19日（土） 13:00～17:00

Z03 看取りの技術と在宅緩和ケア
～明日から役立つ10のこと～

病院と地域との連携について共に考える
機会とする

いしが在宅ケアクリニック
院長　石賀丈士

平成28年7月22日（金） 17:30～19:00

I13 安全な薬の投与
－麻薬の取り扱い－

医療用麻薬は各部署で使用されます。他
の薬品と異なり管理方法等が異なります。
医療用麻薬の管理方法について基本的
知識を学び、各薬剤の特徴や使用上の注
意点・管理方法について理解してください。

薬剤部　濱口容子 平成28年8月9日（火） 17:30～18:00

ＩN02
【感染対策基礎研修】
確認しよう　標準予防策

標準予防策について理解し、院内感染を
予防し患者さんの安全を守りましょう。

感染管理認定看護師
川口仁美　石原　舞

平成28年6月20日（月） 17:30～18:30

ＩN03
【感染対策基礎研修】
針刺し・血液曝露対策

針刺し、血液曝露を予防し安全な職場を
皆で創りましょう。

感染管理認定看護師
川口仁美　石原　舞

平成28年8月15日（月） 17:30～18:30

ＩN04
【感染対策応用研修】
ナースが知っておきたい尿路感染
対策

尿路感染は医療関連感染の中でもっとも
多い感染です。正しい知識を身につけて、
しっかり感染対策をしていきましょう。

感染管理認定看護師
石原　舞

平成28年7月27日（水） 17:30～18:30

ＩN05
【感染対策応用研修】
ナースが知っておきたい耐性菌と
抗菌薬の種類

耐性菌検出患者さんはどこの病棟にもい
ます。正しい知識を身につけて、しっかり感
染対策をしていきましょう。

感染管理認定看護師
石原　舞

平成28年9月20日（火） 17:30～18:30

ＩN06 インフルエンザと感染性胃腸炎に
ついて

①感染性胃腸炎の代表であるノロウイルス
を想定し、実際に吐物・汚物の処理を行い
ます。
②インフルエンザについて学習し、感染か
ら身を守りましょう。

感染管理認定看護師
川口仁美

平成28年11月21日（月） 17:30～18:30

平成28年11月15日（火） 17:30～18:30

(株）ナースハート
代表　井上泰世

抗がん薬による環境汚染や被曝に関し理
解を深める

医療安全全国共同行動PARTNERS+Sの
9項目に、2015年度新しく10番目の行動
目標Ｗが加わりました。行動目標Ｗは、
「医療従事者を健康被害からまもる」で
す。近年、医療従事者が抗がん剤に曝露
されている可能性についての懸念が高ま
り、医療従事者がケアの現場で抗がん薬
に曝露され、時に、罹患・発症している事
例が少なからず報告されています。正しい
知識をもって取扱いに注意することで抗が
ん薬による曝露は予防可能です。病院の
スタッフ全員の健康を担保するためにひと
り一人の取り組みが重要です。

医療安全全国共同行動Ｗ～医療
従事者を（抗がん薬による）健康
被害からまもる～

I16 薬剤部　三宅知宏

Y10
【3～5年目対象】
リーダーシップ・コーチングスキル
研修

チームの中でのリーダーシップ
後輩育成のためのコーチングスキル
（演習）

（株）TNサクセスコーチング
代表取締役　奥山美奈
研修センター　橋本敦子

Y09

【2年目対象】
コミュニケーション研修
アサーティブに表現する力を高め
る（仮）

アサーションとは
ものの見方・考え方
（演習）

コア・ハーモニー
代表　ザリッチ宏枝

Y08 【新入職者対象】
組織における仕事の進め方

報告・連絡・相談
専門職としての仕事の仕方

同 ・・・同研修 

同 

同 

同 

同 

同 

同 



平成28年度　伊勢赤十字病院公開研修 Bleave in Future

第1回がん総論
(脳・耳・婦・泌）

脳神経外科部　宮　史卓
耳鼻咽喉科部　山田弘之
産婦人科部　　 平田　徹
泌尿器科部　　 大西毅尚

平成28年6月1日（水） 17:30～19:00

第2回がん総論
(腫・血・緩・皮）

癌化学療法科部　谷口正益
血液内科部　      玉木茂久
緩和ケア内科部　 辻村恭江
皮膚科部　         中村保夫

平成28年8月25日（木） 17:30～19:00

第3回がん総論
(外・消・肝・乳）

消化器科部　 大山田　純
肝臓内科部　 浦和尚史
外科部        宮原成樹

平成28年11月8日（火） 17:30～19:00

第4回がん総論
(胸・呼内・放治・病理）

胸部外科部　       徳井俊也
呼吸器科部　       谷川元昭
放射線治療科部   不破信和
病理診断科部　    矢花　正

平成29年1月27日（金） 17:30～19:00

第1回
体圧分散ケア

皮膚・排泄ケア認定看護師
伊藤京子

平成28年10月7日（金） 17:30～18:30

第2回
褥瘡のスキンケア

皮膚・排泄ケア認定看護師
古川久美子

平成28年11月17日（木） 17:30～18:30

第3回
褥瘡の栄養管理と食事
経腸栄養と消化器症状

栄養課　竹尾圭子 平成28年12月19日（月） 17:30～19:00

第4回
褥瘡評価
DESIGN-R

皮膚・排泄ケア認定看護師
伊藤京子

平成29年1月13日（金） 17:30～18:30

第5回
褥瘡治療(創傷治療過程含む）

皮膚科部 平成29年2月16日（木） 17:30～18:30

P06

3.11東日本大震災における母子
救護の現状及び課題と地域周産
期母子センターとしての当院の役
割(仮）

もし、災害が起こったら妊娠中の女性やま
だ子どもが小さい親子に対して、地域では
どんな対策がとられているのでしょうか。ど
うしたら災害の時に妊産婦と子どもを守れ
るかを考え、当院の役割を共に考える機
会にします。

国立保健医療科学学院
生涯健康研究部
主任研究官　吉田穂波

平成28年9月3日（土） 13:00～15:00

P07 それって本当に褥瘡？－褥瘡と間
違えやすい皮膚疾患ー

褥瘡好発部位にできた傷を「褥瘡」と決め
つけていませんか？よく褥瘡と間違われる
皮膚疾患を中心にその特徴や所見を学ぶ
ことで、アセスメントや実践に生かしましょ
う。

皮膚科部　水野みどり 平成28年10月6日（木） 17:30～18:30

P08 脳死患者家族の心理とその支援
臓器提供にまつわる家族の心情と体験及
びその支援、臓器移植に携わる医療ス
タッフのケア等

日本医科大学　武蔵小杉病院
周産期・小児医療センター
臨床心理士　重村朋子

平成28年11月25日（金） 17:30～19:00

平成28年度　地域の医療従事者対象研修 Bleave in Future

番号 研修名 内容 講師 開催日 時間

C01 誤嚥性肺炎を防ぐための口腔ケア
口腔内アセスメント
口腔ケア用品の選択
口腔ケアの方法

歯科衛生士　荒木弘子 平成28年7月14日（木） 18:30～19:30

C02 糖尿病ケアの基本と最新情報
糖尿病合併症予防について
高齢者の注意点
新しい薬（注射薬）の紹介

糖尿病看護認定看護師
山村真紀
山本成実

平成28年9月8日（木） 18:30～19:30

C03 正しい吸痰のテクニック
吸引の目的
安全な吸引のための技術
吸引による合併症

集中ケア認定看護師
西川圭子

平成28年11月16日（水） 18:30～19:30

C04 医療・介護に携わる人の腰痛対策
看護・介護業界の腰痛に関する現状
腰痛予防の方法

リハビリテーション課
松並峰子

平成29年1月12日（木） 18:30～19:30

C05 ケアに生かすアロマセラピー
メディカルアロマセラピーの基礎知識
ハンドトリートメント

看護部　小林美香子 平成29年3月9日（木） 18:30～19:30

S01
がん
専門

S02
褥瘡
ケア

コース

褥瘡発生は医療者のケアによって防ぐこと
が可能です。また、発生した褥瘡も医療者
のケアより治療率が高まります。その為に
褥瘡発生リスクの高い人の見極め方やス
キンケアの基本、体圧分散ケアやポジショ
ニング、栄養管理、褥瘡の局所治療法に
ついて一緒に学びましょう。トータルで学び
たい方はコースで、ポイントで学びたい方は
テーマによってご参加ください。

がんについて最新の専門的知識について
学びます。



研修受講申込書 

 

 

伊勢赤十字病院院長 殿 

平成  年  月  日 

研修会名 
開催日   年  月  日（  ） 

 

受講希望者 

職種： 氏名
フリガナ

： 

職種： 氏名
フリガナ

： 

職種： 氏名
フリガナ

： 

職種： 氏名
フリガナ

： 

職種： 氏名
フリガナ

： 

勤務先  

代表者連絡先 

代表者氏名： 

ＴＥＬ     （      ）  

ＦＡＸ     （      ）  

メール       ＠ 

（ 勤務先 ・ 本人 ） どちらかに○をつけてください。 

※緊急時の連絡に使用します。 

注 

１．申込用紙はコピーしてお使いください。 

２．申込書１枚につき１研修会でお申し込みください。 

３．研修会開催日の１週間前までに FAXまたは下記E-mailに上記必要事項をご記入頂き、

お申し込みください。 

  （電話でのお申し込みはご遠慮願います） 
 

 

 
伊勢赤十字病院 研修センター 

〒516-8512 三重県伊勢市船江1丁目471番2 

TEL ：0596-65-5011  

FAX ：0596-65-5302 

E-mail：kenshu2@ise.jrc.or.jp 

 


